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1 はじめに

 六甲山系では，流域特性に応じた水・土砂流出予測技術

の構築及び流域監視技術の構築の一環として，土砂動態観

測を実施している。そのためにはまず，現状の流砂の実態

を把握する必要がある。流砂の内，浮遊砂は流域の荒廃程

度を表現するひとつの指標であると考える。そこで，本報

告では，浮遊砂に注目して六甲山系の浮遊砂の現状の特徴

を明らかにすることを目的として，バケツによる浮遊砂観

測及びホースを用いた多段式浮遊砂観測を行った。 
2 調査地と観測方法

2.1 調査地概要

 調査地は六甲山系のうち主に表六甲に東西方向に分布す

る 12 渓流である（図 1）。六甲山系は花崗岩の急峻な山地

であり，当該地域では，S13 年，S42 年に甚大な土砂災害

が発生して以降大きな土砂災害はなく，現在，流域は植生

に覆われ安定した様相を呈する。 
2.2 浮遊砂観測方法

 浮遊砂を連続的に計測可能な機器は濁度計であるが，デ

ータの安定性に問題があるため，出水の始めから終わりま

で 1 時間間隔でバケツによる表面採水を実施した。採水後

は 2Lのペットボトルに移し，試験室にて市販のコーヒーフ

ィルターで濾過・乾燥後重量を計測しSS濃度とした。 
2.3 多段式浮遊砂観測方法

 出水時の水深方向の浮遊砂濃度分布を確認するため，芦

屋川の砂防堰堤の落差を利用した。天端から 0,10,20,30cm
の高さにφ25mm のホースを設置し，自吸式エンジンポン

プで吸引後サイホンの原理で，1時間間隔で深度毎の濁水を

採水して上記と同様な方法でSS濃度を算定した。 
3 調査結果

3.1 浮遊砂濃度の時間的変化

 六甲山系の渓流で認められる流量と浮遊砂濃度の時間的

変化は図 2 のとおりである。六甲山系では，浮遊砂濃度は

時計回りのヒステリシスを示す渓流が多い。 
3.2 流量と浮遊砂量の関係

 六甲山系におけるH23～H25年の出水時の浮遊砂観測結

果より，流量と浮遊砂量との関係を整理すると図 3 のとお

りである。同図より，浮遊砂量 Qsと流量 Q は，Qs=αQ2

の関係があり，渓流毎で係数α値が異なること，現状では

白水谷の係数α値が大きいこと，S54 年当時の住吉川の係

数α値も大きかったことがわかる。 
 また，同一渓流での年別の浮遊砂濃度の変動を見ると図 
4のとおりである。同図より，各渓流ともオーダー的な浮遊

砂濃度の変動は認められない。 
3.3 水深方向の浮遊砂濃度分布

 H24 年に実施した多段式浮遊砂観測結果を図 5 に示す。

同図より，採水量が2Lも40Lも同様のSS濃度を示すこと，

浮遊砂の粒径は0.3mm以下で水深方向のSS濃度には分布

が認め難いことがわかる。 
4 考 察

4.1 浮遊砂の発生源

流量と浮遊砂濃度との関係が時計回りのヒステリシスを

示す事例が多いことは，斜面からの浮遊砂の供給が少ない

ためであると考えている（永田ほか,2013）。 
4.2 流量と浮遊砂量の関係式の係数α値と流域面積

 流量と浮遊砂量の関係式の係数α値と流域面積の関係は

図 6 のとおりである。同図より，現在の六甲山系では，浮

遊砂量は流域面積が小さいほど大きくなる傾向を示すが，

渓流間で他の要因（斜面からの供給の程度等）で浮遊砂量

の多い流域と少ない流域があることがわかる。なお，現在

はげ山となっている白水谷のα値は2オーダー大きく，S54
年当時の住吉川のα値も 1オーダー大きいことがわかる。 
4.3 六甲山系の年間浮遊砂量

 H25 年の浮遊砂観測時の係数α値を用いて，年間通過浮

遊砂量を算定すると表 1 のとおりである。なお浮遊砂量の

算定に当たっては，多段式浮遊砂観測結果より，最近の出

水時の水深方向の浮遊砂濃度は一定（Wash Load）である

として算定した。同表より，はげ山を抱える白水谷の比年

間通過浮遊砂量が 3,600m3/km2/y と多く比較的大きな出水

時にはその約40％が流出すること，通常の六甲山系の渓流

の比年間通過浮遊砂量は 5～55m3/km2/yと少なく，比較的

大きな出水時にはその 20～60％が流出することがわかる。 
5 おわりに

 濁度計で安定したデータの取得できるようになるまで，

バケツによる浮遊砂観測を併用し，流域特性に応じた水・

土砂流出予測技術の構築及び流域監視技術の構築に向けて

データを蓄積して行きたい。 
【引用文献】永田ほか(2013),Ｈ25砂防学会研究発表会概要

集,p.Ａ-234-235
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図 1 六甲山系と浮遊砂観測流域 
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図 2 六甲山系の代表的な渓流の流量と浮遊砂濃度の関係 
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図 3 六甲山系の渓流の流量と浮遊砂量の関係 
表 1 六甲山系の代表的な渓流の浮遊砂量 
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図 4 1渓流における流量と浮遊砂量の関係の年変動 
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図 5 芦屋川における出水時の水深方向の浮遊砂濃度分布 
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図 6 係数α値（Qs=αQ2）と流域面積の関係 
白水谷（船坂川）浮遊砂量2013
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図 7 1年間の通過浮遊砂量（白水谷，宇治川の事例） 
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